
 第１２７号 け や き       平成 ３０ 年 １０ 月 発行 

 

1 

                      

新
入
会
員
研
修
会
実
施
報
告 

    

                           

                           

                           

謹
賀
新
年 

正会員数 
(９月１日現在) 

 

男性 499 名 

女性 187 名 

合計 686 名 
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第
６
・
第
７
地
区
合
同 

 

会
員
交
流
会 

 

第
６
地
区 

 
 

上
北
台
Ａ
・
Ｂ
班
・
立
野
Ａ
・

Ｂ
班 

 

第
７
地
区 

中
央
班
・
南
街
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
・
Ｅ
班 

内 

容
：
手
品
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
の

懇
親
会 

実
施
日
：
平
成
30
年
９
月
２
日
（
日
） 

参
加
者
：
32
名 

 

南
街
公
民
館
の
集
会
室
に
て
恒
例

の
暑
気
払
い
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。 

         

 

暑
気
払
い
と
銘
打
っ
て
行
い
ま
し

た
が
、
当
日
は
昨
日
ま
で
の
暑
さ
と

打
っ
て
変
わ
り
肌
寒
さ
を
感
じ
ら
れ

る
中
、
老
々
男
女
32
名
の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

            

少
々
の
ア
ル
コ
ー
ル
と
食
事
を

し
な
が
ら
、
窪
田
会
員
の
巧
妙
な
手

品
と
カ
ラ
オ
ケ
大
会
。
そ
の
後
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
坂
井
会
員
の
家
庭

菜
園
で
採
れ
た
枝
豆
が
提
供
さ
れ
、

大
好
評
。
こ
の
よ
う
な
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
約
３
時
間
、
皆
さ
ん
童

心
に
返
り
、
大
い
に
は
し
ゃ
ぎ
な
が

ら
久
し
ぶ
り
に
ハ
ッ
ス
ル
し
、
あ
っ

と
い
う
間
の
３
時
間
で
し
た
。 

第
８
・
第
９
地
区
合
同 会

員
交
流
会 

 

第
８
地
区 

 
 

向
原
団
地
北
・
南
班
・
向
原
Ａ
・ 

 
 

Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
班 

 

第
９
地
区 

 
 

仲
原
班
・
清
原
Ａ
・
Ｂ
班
・ 

新
堀
Ａ
・
Ｂ
班 

内 

容
：
歌
謡
舞
踊
と
ウ
ク
レ
レ
演

奏
に
よ
る
歌
声
喫
茶 

実
施
日
：
平
成
30
年
７
月
18
日
（
水
） 

参
加
者
：
会
員
42
名
・
ゲ
ス
ト
13
名 

 

清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
の
教
養
娯
楽

室
を
お
借
り
し
て
、
２
地
区
合
同
の

会
員
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。 

            

 

食
事
会
の
後
、
清
原
Ａ
班
の
地
域

班
長
金
井
会
員
が
所
属
す
る
歌
謡
舞

踊
の
グ
ル
ー
プ
と
地
域
敬
老
会
の
メ

ン
バ
ー
に
見
事
な
踊
り
を
披
露
し
て

い
た
だ
い
た
あ
と
、
会
員
も
踊
り
の

中
に
加
わ
り
東
大
和
音
頭
や
炭
坑
節

な
ど
の
盆
踊
り
を
み
ん
な
で
楽
し
み

ま
し
た
。 

              

休
憩
の
後
、
向
原
団
地
北
班
の
高

橋
会
員
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
で
合
唱

し
、
福
田
理
事
が
所
属
す
る
ウ
ク
レ

レ
演
奏
グ
ル
ー
プ
「
ウ
ク
レ
レ
フ
レ

ン
ズ
さ
や
ま
」
の
演
奏
を
バ
ッ
ク
に

「
北
国
の
春
」「
高
校
三
年
生
」
な
ど

会員も加わり盆踊りの練習 

和気あいあいの会員の皆さん 

楽しい食事会 

のど自慢のカラオケ大会 

会
員
交
流
会
報
告 
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12
曲
を
歌
い
、
最
後
に
「
今
日
の
日

は
さ
よ
う
な
ら
」を
全
員
で
合
唱
し
、

お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。 

                  
 

  

踊
り
や
歌
声
喫
茶
の
中
で
飛
入

り
な
ど
が
あ
り
、
会
場
全
体
で
盛
り

上
が
り
、
次
の
機
会
を
楽
し
み
に
、

解
散
し
ま
し
た
。 

    
 
 

会 

長 

立 

石 

孝 

義 

 

平
成
30
年
９
月
８
日
（
土
）
ハ
ミ

ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
43
回 

東
大
和
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

「
長
寿
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
参
加

し
ま
し
た
。 

 

当
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
東
大
和
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
後
援
を
得
て
市

内
在
住
の
方
々
を
対
象
に
長
寿
を
祝

い
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

       

式
典
の
部
で
は
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
照
井
会
長
・
尾
崎
東
大
和
市
長

他
来
賓
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

演
芸
の
部
で
は
、
各
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
の
踊
り
、コ
ー
ラ
ス
、ま
た
、

元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操
、
東
大
和
市
立

第
四
中
学
校
吹
奏
楽
部
な
ど
が
、
長

寿
の
集
い
に
花
を
添
え
ま
し
た
。 

            

特
に
演
芸
の
部
で
は
、
市
老
連
女

性
部
の
踊
り
で
「
お
富
さ
ん
」、
東
友

会
の
コ
ー
ラ
ス
で
は
誰
で
も
懐
か
し

む「
ふ
る
さ
と
」な
ど
が
合
唱
さ
れ
、

中
に
は
96
歳
の
会
員
も
元
気
に
合

唱
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

        

                      

そ
の
他
、
各
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

出
し
物
が
多
種
多
彩
で
、
出
演
者
、

会
場
の
会
員
が
一
体
と
な
り
、
長
寿

を
祝
う
相
互
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。 

第
43
回
「
長
寿
の
集
い
」 

 
 
 
 
 
 
 

に
参
加
し
て 

高橋会員の 

ハーモニカ演奏 
「ウクレレフレンズさやま」の演奏 

桜クラブのコーラス 「高校三年生」他 

東友会のコーラス「ふるさと」

幸の会の踊り「ちゃっきり節」 

後ろの二人は男性 

市老連女性部の輪踊り「お富さん」 
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「
キ
ー
ト
ス
！
（
あ
り
が
と
う
） 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
」 

 
 
 

上
北
台
Ｂ
班 

島
田 

耐
子 

森
と
湖
の
国
、
ム
ー
ミ
ン
の
故
郷

北
欧
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
。
約
20
万
あ

る
湖
の
中
で
一
番
大
き
な
サ
イ
マ
ー

湖
畔
に
あ
る
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
一
ヶ
月

間
過
ご
す
と
い
う
御
招
待
に
便
乗
し
、

友
人
に
誘
わ
れ
る
ま
ま
二
つ
返
事
で

行
く
こ
と
に
し
た
。 

人
口
約
550
万
人
、
国
土
の
70
％

が
森
林
と
約
10
％
が
湖
沼
と
河
川
。 

白
樺
の
森
に
囲
ま
れ
た
鏡
の
よ

う
な
湖
。
こ
の
自
然
の
美
し
さ
、
そ

の
も
の
が
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
最
も
重

要
な
資
源
と
聞
い
て
納
得
。 

         

太
陽
の
沈
ま
な
い
夏
至
の
後
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
夜
中
12
時
頃
ま

で
明
る
い
し
、
2
時
頃
か
ら
再
び
明

る
く
な
る
の
で
、
暗
闇
は
ほ
と
ん
ど

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。 

母
屋
と
は
別
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に

友
人
と
二
人
で
住
み
、
食
事
は
三
食

共
、
母
屋
で
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、

朝
食
の
濃
い
コ
ー
ヒ
ー
（
消
費
量
世

界
一
！
）
で
目
を
覚
ま
し
、
ラ
ン
チ

は
遅
く
、
ゆ
っ
く
り
た
っ
ぷ
り
食
べ

る
。
夕
食
も
遅
く
、
軽
め
に
し
て
ワ

イ
ン
が
付
き
ま
し
た
。 

パ
ン
と
チ
ー
ズ
の
種
類
が
多
く

毎
日
大
い
に
楽
し
め
ま
し
た
。 

そ
し
て
何
よ
り
も
感
激
し
た
こ

と
は
水
道
水
が
飲
め
た
こ
と
で
す
。

そ
れ
も
と
て
も
冷
た
く
て
お
い
し
い

の
で
す
。（
海
外
で
は
初
め
て
の
体
験

で
し
た
。） 

私
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
の
出
会

い
は
、
今
回
の
旅
の
案
内
人
の
勧
め

で
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
手
紙
を
出

し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
何
人
か

で
書
い
た
手
紙
に
返
信
が
来
た
の
は

私
一
人
。
子
供
の
頃
か
ら
ク
リ
ス
マ

ス
に
は
格
別
の
思
い
入
れ
が
あ
り
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
好
き
で
し
た
の

で
飛
び
上
が
っ
て
喜
び
ま
し
た
。
手

紙
は
今
で
も
大
切
に
取
っ
て
あ
り
ま

す
。 

          

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
６
月
末
ま

で
は
ア
ザ
ラ
シ
が
子
供
を
育
て
る
た

め
に
漁
は
禁
止
さ
れ
て
い
て
、
７
月

１
日
に
解
禁
と
な
り
ま
す
。 

滞
在
中
、
何
度
か
漁
に
連
れ
て
行

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
朝
食
後
、
ご

主
人
の
ボ
ー
ト
で
、
昨
夜
の
う
ち
に

仕
掛
け
て
お
い
た
網
を
引
き
揚
げ
に

行
く
と
鮭
の
仲
間
だ
と
い
う
20
～

30
㎝
の
魚
が
5
匹
か
か
っ
て
い
て
、

私
が
同
乗
し
た
の
で
大
漁
だ
っ
た
と

喜
ば
れ
、
早
速
、
昼
食
に
唐
揚
げ
で

テ
ー
ブ
ル
に
並
び
ま
し
た
。 

        

サ
イ
マ
ー
湖
畔
の
別
荘
暮
ら
し

は
白
樺
と
赤
松
の
林
の
中
で
、
湖
の

桟
橋
の
先
端
を
５
羽
の
白
鳥
の
親
子

が
通
り
過
ぎ
て
行
き
ま
す
。 

散
歩
に
出
た
道
の
両
側
に
は
夏

の
草
花
が
一
斉
に
咲
き
乱
れ
て
い
て
、

花
の
陰
か
ら
ム
ー
ミ
ン
達
が
飛
び
出

し
て
き
そ
う
な
気
配
で
す
。 

こ
こ
で
は
誰
も
急
ぎ
ま
せ
ん
。 

日
中
歩
い
て
い
る
人
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
車
も
滅
多
に
見
か
け
ま

せ
ん
が
、
私
た
ち
は
散
歩
が
て
ら
20

分
程
歩
い
て
郵
便
受
け
箱
が
並
ぶ
場

所
に
新
聞
を
取
り
に
行
き
ま
す
。
こ

の
箱
の
数
だ
け
ご
近
所
さ
ん
が
居
る

ら
し
い
こ
と
は
確
認
で
き
ま
し
た
。

新
聞
は
周
辺
の
地
方
紙
ら
し
く
一
面

か
ら
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
PR

満
載
で
驚
き
ま
し
た
。 

静寂に包まれた湖 

森の中のログハウス 

網にかかった大きな鮭 

会 

員 

寄 

稿 
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ヘ
ル
シ
ン
キ
か
ら
電
車
で
２
時

間
半
の
イ
マ
ト
ラ
や
次
の
駅
の
パ
リ

ッ
カ
ラ
が
最
寄
り
駅
で
、
そ
こ
に
あ

る
店
に
も
車
で
50
分
程
か
か
り
ま

す
。
週
に
二
度
買
い
物
に
出
掛
け
、

た
ま
に
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
ラ
ン
チ

を
し
て
帰
り
ま
し
た
。 

サ
ウ
ナ
発
祥
の
地
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
で
は
ロ
グ
ハ
ウ
ス
と
は
別
に
サ
ウ

ナ
小
屋
が
あ
り
ま
す
。
家
を
設
計
す

る
と
き
に
一
番
に
場
所
を
決
め
る
の

は
サ
ウ
ナ
室
だ
そ
う
で
す
。 

薪
で
サ
ウ
ナ
ス
ト
ー
ン
を
60
度

～
80
度
位
に
温
め
る
。
熱
い
サ
ウ
ナ

ス
ト
ー
ン
に
水
を
か
け
、
そ
こ
か
ら

上
が
る
蒸
気
が
体
を
熱
く
し
て
く
れ

る
。
ビ
ヒ
ダ
と
い
う
白
樺
の
小
枝
を

束
ね
た
物
で
全
身
を
く
ま
な
く
叩
く
。

香
り
高
く
血
行
が
よ
く
な
る
。
汗
が

噴
き
出
し
て
き
た
ら
目
の
前
の
湖
に

飛
び
込
み
ま
す
。
現
地
の
方
た
ち
は

ひ
と
泳
ぎ
し
て
か
ら
小
屋
に
戻
り
ま

す
が
、
私
に
は
冷
た
す
ぎ
て
半
身
浴

の
み
で
早
々
に
小
屋
に
戻
り
ま
し
た
。

（
当
日
の
気
温
１７
度
） 

夏
の
短
い
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
人

達
に
と
っ
て
日
照
時
間
の
長
い
こ
の

時
期
は
、
透
け
る
よ
う
な
白
い
肌
を

惜
し
げ
も
な
く
太
陽
に
晒
し
て
焼
い

て
い
ま
し
た
。 

私
た
ち
が
旅
立
つ
前
日
の
朝
は

雨
で
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
取
れ
る

ム
イ
ッ
ク（
ワ
カ
サ
ギ
の
よ
う
な
魚
）

を
引
き
揚
げ
よ
う
と
い
つ
も
と
は
違

う
漁
場
へ
向
か
っ
た
。 

         

湖
の
中
に
あ
る
無
数
の
小
島
に

よ
っ
て
湖
水
は
波
立
ち
、
渦
を
巻
い

て
ボ
ー
ト
は
揺
れ
、
ま
る
で
海
に
居

る
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。 

漁
場
に
着
き
網
を
引
き
揚
げ
る

と
10
㎝
位
の
小
魚
が
キ
ラ
キ
ラ
と

飛
び
跳
ね
て
い
た
。
ム
イ
ッ
ク
だ
！ 

つ
い
に
今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て
の

魚
と
対
面
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

最
後
の
網
を
揚
げ
た
と
き
頭
の

な
い
魚
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
網

を
揚
げ
た
の
と
同
時
に
ア
ザ
ラ
シ
に

持
っ
て
い
か
れ
た
と
後
で
聞
か
さ
れ

ぞ
っ
と
し
ま
し
た
。 

一
ヶ
月
間
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
滞

在
で
経
験
し
た
こ
と
は
、
日
本
に
居

て
は
味
わ
え
な
い
こ
と
ば
か
り
で
、

私
の
中
で
何
か
が
再
生
さ
れ
た
よ
う

な
心
持
で
す
。 

           

花
街
道
の
散
歩
道
、
ボ
ー
ト
で
走

っ
た
湖
水
、
よ
い
香
り
と
空
気
に
心

癒
や
さ
れ
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
そ
し

て
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
心
か
ら

感
謝
で
す
。 

キ
ー
ト
ス
！
（
あ
り
が
と
う
） 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
！ 

                           

「ムイック」という魚 

市
内
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
訪
問 

「
い
の
し
し
」 

 

狭
山
丘
陵
は
昔
、
猪
に
多
く
の
農
作
物
が

荒
ら
さ
れ
て
、
村
の
人
達
は
た
い
そ
う
困
っ

た
そ
う
で
す
。 

 

江
戸
時
代
に
大
が
か
り
な
猪
退
治
が
行
わ

れ
、
狭
山
丘
陵
一
帯
に
た
く
さ
ん
の
落
と
し

穴
を
掘
っ
て
大
勢
の
人
達
が
勢
子
（
せ
こ
）
に

な
っ
て
狩
立
て
ま
し
た
。
戦
果
は
上
々
で
二

十
頭
あ
ま
り
が
し
と
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。 

 

ま
た
、
蔵
敷
に
は
、
次
の
よ
う
な
話
が
伝
わ

っ
て
い
ま
す
。 

 

昔
、
御
岳
神
社
と
奈
良
橋
の
八
幡
神
社
の

間
の
谷
を
「
千
光
谷
ツ
」
と
い
い
、
そ
こ
に
千

光
坊
と
い
う
お
堂
が
あ
り
ま
し
た
。
傍
ら
に

墓
地
が
あ
っ
て
埋
葬
の
た
び
に
、
山
を
こ
え

て
猪
が
来
て
掘
り
返
し
て
し
ま
う
の
で
、
困

っ
た
人
達
は
猪
の
通
り
道
に
落
と
し
穴
を
掘

っ
て
、
そ
の
害
を
防
い
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 

最
近
ま
で
他
に
も
二
つ
ほ
ど
残
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

―
東
大
和
の
よ
も
や
ま
話
か
ら
ー 

郷土博物館前の「いのしし」のモニュメント 

ムーミン達が出てきそうな森とお花畑 
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会
員
の
皆
様
に
は
各
行
事
等
で

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 

今
後
の
行
事
予
定 

①
第
11
回
会
員
作
品
展 

会 

場
：
実
習
室 

日 

程
：
平
成
30
年
10
月
２
日

（
火
）
～
10
月
５
日
（
金
） 

②
健
康
の
集
い 

 

実
施
時
期
：
11
月
実
施
予
定 

内 

容
：
外
部
講
師
に
よ
る
健
康 

に
関
す
る
テ
ー
マ
で
詳
細
は
10

月
末
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

③
健
康
増
進
事
業「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」 

 

来
春
の
桜
の
季
節
で
の
実
施
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
は
別
途

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

④
会
員
交
流
会 

 

今
夏
は
猛
暑
日
続
き
と
数
回
の
台

風
の
た
め
、
中
止
し
た
地
区
も
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
気
候
も

よ
く
な
り
各
地
区
共
に
盛
ん
に

行
わ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
各
地

区
共
に
会
員
の
皆
様
の
多
数
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

     

日
頃
よ
り
事
業
委
員
会
の
事
業
活

動
に
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
成
30
年
10
月
か
ら
平
成
31
年

３
月
ま
で
の
事
業
委
員
会
の
活
動
計

画
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

10
月
◎
新
入
会
員
研
修
会 

 
 
 
 

10
月
１
日
（
月
） 

 
 
 
 
 

（
９
月
入
会
会
員
） 

 
 

 

◎
就
業
相
談
日 

 
 
 
 

10
月
16
日
（
火
） 

 
 

 

◎
新
入
会
員
研
修
会 

 
 
 
 

10
月
26
日
（
金
） 

 
 
 
 
 

（
10
月
入
会
会
員
） 

11
月
◎
接
遇
研
修
会 

 
 
 
 

11
月
５
日
（
月
） 

 
 
 
 
 

（
既
存
会
員
対
象
） 

 
 
 
 

11
月
７
日
（
水
） 

 
 
 
 
 

（
平
成
30
年
４
月
か
ら

９
月
入
会
の
新
入

会
員
対
象
） 

 
 

 

◎
就
業
相
談
日 

総 

務 

委 

員 

会 

事 

業 

委 

員 

会 
会員の投稿写真

奄美大島の海辺にて 向原Ｃ班 福田 功 

うちの猫 ステレオ好きではないけれど、 

なぜか様になる。 蔵敷Ｃ班 延東 吉朗 
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11
月
20
日
（
火
） 

 
 

◎
新
入
会
員
研
修
会 

 
 
 
 

11
月
30
日
（
金
） 

 
 
 
 
 

（
11
月
入
会
会
員
） 

12
月
◎
就
業
相
談
日 

 
 
 
 

12
月
18
日
（
火
） 

 
 

◎
新
入
会
員
研
修
会 

 
 
 
 

12
月
27
日
（
木
） 

 
 
 
 
 

（
12
月
入
会
会
員
） 

１
月
◎
就
業
相
談
日 

 
 
 
 

１
月
15
日
（
火
） 

２
月
◎
新
入
会
会
員
研
修
会 

 
 
 
 

２
月
１
日
（
金
） 

 
 
 
 
 

（
１
月
入
会
会
員
） 

 
 

◎
就
業
相
談
日 

 
 
 
 

２
月
19
日
（
火
） 

 
 

◎
平
成
30
年
度
事
業
報
告
会 

 
 
 
 

（
日
時
・
会
場
は
未
定
） 

３
月
◎
新
入
会
員
研
修
会 

 
 
 
 

３
月
１
日
（
金
） 

 
 
 
 
 

（
２
月
入
会
会
員
） 

 
 

◎
就
業
相
談
日 

 
 
 
 

３
月
19
日
（
火
） 

 
 

◎
新
入
会
員
研
修
会 

 
 
 
 

３
月
29
日
（
金
） 

 
 
 
 
 

（
３
月
入
会
会
員
） 

 
 

※
新
入
会
員
研
修
会
・
就
業
相
談
・

接
遇
研
修
会
は
当
セ
ン
タ
ー
で
実
施 

 

日
時
、
会
場
等
の
変
更
が
あ
る
場

合
は
、
対
象
会
員
に
は
そ
の
都
度
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。 

     

平
成
30
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
（
道
路
美
化
清
掃
）
を
左
記
の
と

お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
多
数
の
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

日 

時
：
平
成
30
年
10
月
19
日（
金
）

９
時
30
分
開
始 

集
合
場
所
：
上
仲
原
公
園
管
理
棟
前

集
合 

清
掃
場
所
：
上
仲
原
公
園
を
中
心
と

し
た
、
３
コ
ー
ス 

 

詳
細
は
、「
け
や
き
」
127
号
と 

同
時
に
お
配
り
し
ま
し
た
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
（
道
路
美
化
清
掃
）
へ

の
参
加
の
お
願
い
」
チ
ラ
シ
を
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

参
加
申
し
込
み
は
、
事
務
所
に
直

接
電
話
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

                      

東
京
し
ご
と
財
団
に
あ
わ
せ
、
７

月
を
「
平
成
30
年
度
安
全
・
適
正
就

業
強
化
月
間
」
と
し
、
各
事
業
の
実

施
及
び
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

①
安
全
管
理
委
員
会
を
実
施
し
、
委

員
実
施
事
項
の
報
告
と
討
議
を

行
い
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま

し
た
。 

②
委
員
の
就
業
職
場
に
お
け
る
危
険

予
知
活
動
を
行
い
、
改
善
点
を
グ

ル
ー
プ
内
に
周
知
し
ま
し
た
。 

③
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
を
、植
木
・

除
草
・
社
宅
清
掃
を
対
象
に
実
施

し
、
改
善
点
を
提
言
し
ま
し
た
。 

④
除
草
班
の
定
例
会
議
開
催
、
就
業

現
場
で
の
朝
礼
・
終
業
報
告
の
実

行
を
要
請
し
ま
し
た
。 

⑤
東
京
都
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合 

安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル

指
導
員
に
よ
る
巡
回
指
導
が
行

わ
れ
（
植
木
班
・
除
草
班
）
指
摘

項
目
は
あ
り
ま
し
た
が
、
好
評
を

得
ま
し
た
。 

⑥
事
故
発
生
件
数
低
減
を
狙
い
、
新

入
会
員
へ
の
研
修
及
び
安
全
・
健

康
に
関
わ
る
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。 

      

広 

報 

委 

員 

会 

安
全
管
理
委
員
会 

会
員
の
皆
様
の
作
品
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
。 

写
真
・
絵
画
・
紀
行
文
・
川
柳
・

な
ん
で
も
結
構
で
す
。 

作
品
の
投
稿
は
、
郵
送
、
持
参
ど

ち
ら
で
も
結
構
で
す
。 

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
作
品

に
は
、
謝
礼
を
差
し
上
げ
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 
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センターの今後の予定 

月 日 曜 日 時 間 内  容 

 

 

 

 

10 

 

1 月 10：00 新入会員研修会（９月入会会員） 

3 水 10：00 応急救護訓練（奈良橋市民センター） 

10 水 9：00 入会説明会 

11 木 10：00 出張入会説明会（桜が丘市民センター） 

16 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください） 

17 水 9：00 入会申込日 

17 水  配分金振込 

19 金 9：30 ボランティア活動（道路美化清掃） 

25 木 9：00 定例理事会 

26 金 10：00 新入会員研修会（10 月入会会員） 

 

 

 

 

11 

5 月 午前・午後 接遇研修会（既存会員対象） 

７ 水 午前・午後 接遇研修会（平成 30 年 4 月～９月入会の方） 

14 水 9：00 入会説明会 

16 金 10：00 出張入会説明会（南街市民センター） 

19 月  配分金振込 

20 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください） 

21 水 9：00 入会申込日 

29 木 9：00 定例理事会 

30 金 10：00 新入会員研修会（11 月入会会員） 

 

 

 

12 

12 水 9：00 入会説明会 

17 月 10：00 出張入会説明会（桜が丘市民センター） 

17 月  配分金振込 

18 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください） 

19 水 9：00 入会申込日 

20 木 9：00 定例理事会 

27 木 10：00 新入会員研修会（12 月入会会員） 

入
会
説
明
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人
材 

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
０
４
２
―
５
６
５
―
０
５
３
１ 

但
し
、
出
張
入
会
説
明
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
事
前
連
絡
は
不
要
で
す
。 

 

就 業 相 談 日 相談時間帯 

H 30年10月1６日（火） H 31年1月15日（火）  

 

 

 

 

１１月2０日（火） ２月1９日（火） 

12月18日（火） ３月19日（火） 

 

①１４：００ 

②１４：３０ 

③１５：００ 

④１５：３０ 

⑤１６：００ 

各時間１名 

就
業
相
談
を 

実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

●
申
し
込
み 

電
話
ま
た
は
セ
ン
タ
ー
窓
口 

で
、
事
前
予
約
を
し
て
く
だ 

さ
い
。 

申し込み期限は、各月第２火曜日までです。 


